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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2025年６月26日に提出した第157期(自　2024年４月１日　至　2025年３月31日)有価証券報告書に

添付しております「独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書」の記載事項の一部に原本と異

なる記載がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであり

ます。

　

２ 【訂正事項】

独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 
独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書

 
　（訂正前）

（前略）

無錫聯合包装有限公司の固定資産の減損損失の認識要否に関する判断の妥当性

監査上の主要な検討事項の
内容及び決定理由

監査上の対応

連結財務諸表注記「（重要な会計上の見積り）固定資
産の減損損失の認識の要否」に記載のとおり、レンゴー
株式会社の連結貸借対照表において、海外関連事業に属
する無錫聯合包装有限公司の固定資産は5,703百万円が
計上されている。
これらの固定資産は規則的に減価償却されるが、減損

の兆候があると認められる場合には、資産グループから
得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額と帳簿価
額を比較することによって、減損損失の認識の要否を判
定する必要がある。その結果、減損損失の認識が必要と
判定された場合には、帳簿価額を回収可能価額まで減額
し、帳簿価額の減少額は減損損失として認識される。
無錫聯合包装有限公司については、販売数量の減少等

により継続的に営業損益がマイナスとなっていることか
ら、減損の兆候が認められる。このため、当連結会計年
度において減損損失の認識の要否の判定が行われてい
る。当該判定に用いられる将来キャッシュ・フローの見
積りは、経営者が作成した事業計画を基礎として行われ
るが、販売数量増加等の計画の見積りには不確実性を伴
い、これらの経営者による判断が将来キャッシュ・フ
ローの見積りに重要な影響を及ぼす。
以上から、当監査法人は無錫聯合包装有限公司の固定

資産の減損損失の認識要否に関する判断の妥当性が、当
連結会計年度の連結財務諸表監査において特に重要であ
り、監査上の主要な検討事項に該当すると判断した。

当監査法人は、無錫聯合包装有限公司の固定資産の減
損損失の認識要否に関する判断の妥当性を検討するにあ
たり、主に以下の監査手続を実施した。
(1) 内部統制の評価

固定資産の減損損失の認識要否の判定に関連する内部
統制の整備状況及び運用状況の有効性を評価した。
(2) 割引前将来キャッシュ・フローの見積りの合理性の

評価
将来キャッシュ・フローの見積りの基礎となるＲＧコ

ンテナー株式会社の事業計画の作成に当たって採用され
た主要な仮定の適切性を評価するため、その根拠につい
て経営者に対して質問したほか、主に以下の手続を実施
した。
●　過年度の事業計画とその実績との比較により、過年

度の見積りの精度を評価した。
●　販売数量増加に関する仮定について、得意先別の販

売数量計画を閲覧し、直近の販売数量の実績と比較
するとともに、利用可能な市場環境に関する外部情
報の閲覧により、その達成可能性を評価した。

●　事業計画に一定の不確実性を織り込んだ場合の将来
キャッシュ・フローを独自に見積もり、経営者によ
る見積額と比較した。

 

（後略）
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　（訂正後）

（前略）

無錫聯合包装有限公司の固定資産の減損損失の認識要否に関する判断の妥当性

監査上の主要な検討事項の
内容及び決定理由

監査上の対応

連結財務諸表注記「（重要な会計上の見積り）固定資
産の減損損失の認識の要否」に記載のとおり、レンゴー
株式会社の連結貸借対照表において、海外関連事業に属
する無錫聯合包装有限公司の固定資産は5,703百万円が
計上されている。
これらの固定資産は規則的に減価償却されるが、減損

の兆候があると認められる場合には、資産グループから
得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額と帳簿価
額を比較することによって、減損損失の認識の要否を判
定する必要がある。その結果、減損損失の認識が必要と
判定された場合には、帳簿価額を回収可能価額まで減額
し、帳簿価額の減少額は減損損失として認識される。
無錫聯合包装有限公司については、販売数量の減少等

により継続的に営業損益がマイナスとなっていることか
ら、減損の兆候が認められる。このため、当連結会計年
度において減損損失の認識の要否の判定が行われてい
る。当該判定に用いられる将来キャッシュ・フローの見
積りは、経営者が作成した事業計画を基礎として行われ
るが、販売数量増加等の計画の見積りには不確実性を伴
い、これらの経営者による判断が将来キャッシュ・フ
ローの見積りに重要な影響を及ぼす。
以上から、当監査法人は無錫聯合包装有限公司の固定

資産の減損損失の認識要否に関する判断の妥当性が、当
連結会計年度の連結財務諸表監査において特に重要であ
り、監査上の主要な検討事項に該当すると判断した。

当監査法人は、無錫聯合包装有限公司の固定資産の減
損損失の認識要否に関する判断の妥当性を検討するにあ
たり、主に以下の監査手続を実施した。
(1) 内部統制の評価

固定資産の減損損失の認識要否の判定に関連する内部
統制の整備状況及び運用状況の有効性を評価した。
(2) 割引前将来キャッシュ・フローの見積りの合理性の

評価
将来キャッシュ・フローの見積りの基礎となる(削除)

事業計画の作成に当たって採用された主要な仮定の適切
性を評価するため、(削除)主に以下の手続を実施した。
●　過年度の事業計画とその実績との比較により、過年

度の見積りの精度を評価した。
●　販売数量増加に関する仮定について、得意先別の販

売数量計画を閲覧し、直近の販売数量の実績と比較
するとともに、利用可能な市場環境に関する外部情
報の閲覧により、その達成可能性を評価した。

●　事業計画に一定の不確実性を織り込んだ場合の将来
キャッシュ・フローを独自に見積もり、経営者によ
る見積額と比較した。

 

（後略）

 

以　上
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